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１．日程･参加者等 

■派遣内容   令和 2 年度九重山火山防災訓練打合せ会議（第 2回） 

■派遣日時   令和 2 年 2月 26 日（水）13 時 00 分～16 時 00 分 

■派遣場所   大分県庁本館 6階 防災センター 

■派遣先事務局 大分県生活環境部防災局防災対策企画課 

■派遣エキスパート 杉本 伸一（火山防災エキスパート、 

三陸ジオパーク推進協議会 三陸ジオパークコーディネーター） 

■参加者    大分県、竹田市、由布市、九重町など（約 10 名） 

２．派遣先において直面している課題や問題意識 

九重山では、1995～1996 年にかけて小規模な噴火が発生、火山活動が活発化し

たことを受け、1996 年に「くじゅう山系（硫黄山）火山防災協議会」が設置され

た。この協議会では、登山客及び住民等の生命・財産の保護に関する防災計画の

策定などに取り組んできた。2006 年に「くじゅう山系火山防災マップ」の作成、

2007 年には噴火警戒レベルの運用を開始し、火山防災対策を推進してきた。一方

で、1996 年の噴火以降、火山活動が活発化することはなった。 

このような状況の中、2014 年 9 月の御嶽山噴火災害が発生し、活動火山対策特

別措置法（以下、「活火山法」という。）が改正されたことを受け、2016 年 9 月に

九重山火山防災協議会（法定協議会）が設置された。協議会設置後は、活火山法

に定められた警戒避難体制について検討し、2019 年１月に「九重山火山避難計

画」を策定した。今後、避難促進施設等の支援、避難計画や火山防災対応の習熟

を図ることとなる。 

県では、来年度、登山客の避難誘導や火口周辺の火山防災対応の習熟を図るた

めに、突発的な小規模噴火の発生を想定した火山防災訓練の実施を計画してい

る。しかし、これまで火山防災訓練を実施した経験や、噴火対応の経験も無いた

め、手探りで検討を進めている。 

このため、火山防災エキスパートには、自身の噴火対応やこれまで参加された

火山防災訓練などの経験・教訓、火山防災エキスパート等合同会議での議論など

をもとに、実施すべき訓練項目や効果的な訓練方法、火山防災訓練の在り方など

の助言・指導を行うことが期待されている。 
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３．九重山の概要 

（１）火山の概要 

九重山は大分県玖珠郡九重町南部から竹田市北部にかけて東西 15km にわたって

分布する 20 以上の火山の集合で 1,700m 級の火山が群立している。西部には久住

山をはじめとする久住山系の山々が連なり、坊ガツルの草原をはさんだ東側の対

面に大船山（たいせんざん）を中心とする大船山系の山々が並ぶ。火山の多くは

急峻な溶岩ドームで、一部は成層火山。山体の周囲を主に火砕流からなる緩傾斜

の裾野がとりまく。岩石は主に安山岩・デイサイトで一部玄武岩。約 1,700 年前

に最後の大規模なマグマ噴火があり、黒岳溶岩を流出した。星生山（ほっしょう

ざん）の北東側山腹には活発な噴気孔群があり、水蒸気噴火や噴気活動の活発化

が記録されている。1995（平成 7）年 10 月 11 日に星生山東山腹で噴火が発生

し、熊本市まで降灰した。火山西部には八丁原・大岳等の地熱発電所がある。玄

武岩～デイサイトの SiO2 量は 51.7～63.1wt.%である。 

 

出典：気象庁ホームページ 九重山 概要 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/502_Kujusan/502_index.html） 
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ない。 

 

①噴気など表面現象の状況 

硫黄山付近では、噴気は概ね 100m 以下で推移しており、最高で噴気孔上 200m

（2019 年 12 月：300m）まで上昇。星生山北尾根に設置している赤外熱映像装置

による観測では、地熱域において地表面温度の高い状態が続いている。 

 

＜噴気の状況＞             ＜地熱域の状況＞ 

 

②地震や微動の発生状況 

火山性地震の月回数は 13 回（2019 年 12 月：3回）と少ない状態で経過してい

る。震源が求まった火山性地震は 10 回で、星生山北西 1km から 2 ㎞付近の深さ

0km から 3km に分布した。火山性地震は全て A 型地震で、B型地震は観測されてい

ない。火山性微動は 2006 年 10 月以降、観測されていない。 

 

③全磁力変化の状況 

全磁力観測では、2014 年頃より噴気孔群北側の観測点で全磁力値が増加傾向、

噴気孔群南側の観測点で減少傾向がみられ、硫黄山付近の噴気孔群地下で温度上

昇（熱消磁）が起きていることを示唆している。 

 

④地殻変動の状況 

GNSS 連続観測では、硫黄山を挟む基線で伸びの傾向が、星生山北山腹－上野の

基線で縮みの傾向がみられる。 

 
出典：気象庁ホームページ 九重山の火山活動解説資料（令和 2年 1月） 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/monthly_v-

act_doc/fukuoka/20m01/502_20m01.pdf） 
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（４）火山監視・観測体制 

九重山の観測点配置図は以下のとおりである。 

＜九重山 観測点配置図＞ 

出典：気象庁ホームページ 「九重山 観測点配置図（令和 1年 11 月）更新」 
（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/502_Kujusan/502_Obs_points.html） 
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＜九重山 観測点一覧表＞ 

 
出典：気象庁ホームページ 「九重山 観測点一覧表（令和 1年 11 月）更新」 

（https://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/fukuoka/502_Kujusan/502_Obs_points.html） 
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（２）噴火シナリオ 

九重山の噴火シナリオは、以下の図のとおりとなってる。 

＜九重山噴火シナリオ＞ 

出典：九重山火山避難計画 
（https://www.pref.oita.jp/site/bosaitaisaku/kuju-houtei.html） 
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（３）噴火警戒レベルの運用 

気象庁が運用している「噴火警戒レベル」について、九重山では、平成 19 年

12 月から運用を開始しており、平成 28 年 4 月に改訂を行っている。 

九重山では、運用開始以降、現在まで噴火警戒レベル 1【活火山であることに

留意】が継続されている。 
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出典：気象庁ホームページ 「九重山の噴火警戒レベル」

（http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_502.pdf） 
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（４）火山防災マップ 

九重山では、平成 16 年 3 月に、くじゅう山系火山砂防基本計画検討委員会にお

いて「くじゅう山系火山防災マップ」が作成された。 

その後、平成 25 年 3 月に火山防災マップを改定しており、そのマップをもと

に、避難計画等の火山防災対策の検討が行っている。 

また、後述の「火山防災のしおり」の作成に合わせ、以下のマップを作成して

いる。 

＜九重山火山防災マップ＞ 

出典：大分県ホームページ 
（http://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2062189.pdf） 
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（５）九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画の策定 

平成 19 年度に国土交通省から「火山噴火緊急減災対策砂防計画ガイドライン」

が示され、九重山を含む全国 29 活火山が減災計画を策定する火山として選定され

た。 

九重山では、平成 20 年度より学識経験者、地元自治体の首長、関係行政部局の

28 名で構成された「九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画委員会」を設置し検討

を進め、4回の委員会を経て計画が承認された。その後、平成 29 年 3 月には、九

重山火山噴火緊急減災対策砂防計画ワーキンググループでの検討を経て、改定を

行った。 

「九重山火山噴火緊急減災対策砂防計画」は、規模や発生時期の特定の予測が

難しい火山噴火に伴い発生する土砂災害に対して、ハード対策とソフト対策から

なる緊急対策を迅速かつ効果的に実施し、被害をできる限り軽減（減災）するこ

とを目的としている。計画では、想定される噴火シナリオやシミュレーション等

からなる被害想定などをもとに、緊急ハード対策や緊急ソフト対策、火山噴火時

の緊急調査といった噴火時等の砂防の対応や、平常時から取り組むべき資材の備

蓄、火山防災に関する啓発など、幅広い防災対策についてまとめられている。 
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また、同じく登山者・観光客向けに、火山に関する情報の確認方法やいざとい

うときの対処方法、防災マップなどが記載された「火山防災のしおり」を日本

語、英語、中国語、韓国語の 4 か国で公開している。 

＜火山防災のしおり（九重山）＞ 

出典：大分県ホームページ 
（https://www.pref.oita.jp/uploaded/attachment/2062189.pdf） 


